
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和８年第１回西枇杷島警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和８年２月12日（木）午前９時30分から午前11時30分までの間 

西枇杷島警察署 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員 ７ 名（定数 10名） 

  丹羽 幸雄  会長  田中 佳奈子 副会長 

    後藤 鈴明  委員  林 宏明   委員   

水上 雅   委員  加藤 三穂  委員   

岡田 卓哉  委員 

 

２ 警察署員 ９ 名 

  小林署長     山本副署長    神谷警務課長 

  伊藤会計課長   髙松生活安全課長 鈴木地域課長 

  伊藤刑事課長   有田交通課長   筒井警備課長 

３ 有識者等 

  なし 

１ 委嘱状の交付 

  署長から新規委員に対して公安委員会からの委嘱状を交付した。 

２ 会長及び副会長選出等 

  委員の互選により、丹羽委員を会長に選出し、会長は、田中委員を副会長に

指名した。 

３ 会長、副会長挨拶 

４ 警察署幹部紹介 

令和８年１月の人事異動によって着任した副署長を紹介した。 

５ 報告内容 

(1) 管内の治安情勢 

(2) 前回の意見・要望に対する具体的な施策の推進状況 

ア 前回の協議事項 

年末に向けた交通死亡事故抑止対策 

イ 前回の意見・要望 

   (ｱ) 歩行者及び自転車利用者に対する交通安全教育、広報啓発活動の推進 

   (ｲ) ドライブレコーダー映像等を活用した交通安全教育の推進 

ウ 施策推進状況 

   (ｱ) 歩行者及び自転車利用者に対する交通安全教育、広報啓発活動の推進 



 

様式第９（続紙） 

     小学校での自転車教室及び映像を活用した交通安全教育 

     高齢者に対する自転車教室及び高齢者自転車大会 

スタントマンが危険な自転車走行に伴う交通事故を実演 

   (ｲ) ドライブレコーダー映像等を活用した交通安全教育の推進 

     警察署に来署した高齢者に対する映像等を活用した交通安全教育 

     管内企業での交通安全講話 

     外国人技能実習生に対する交通安全教育 

６ 協議事項 

  警察の情報発信 

７ 発言の要旨 

・ 警察は情報発信を非常によくやっているという印象を持った。今後はスマ

ホを活用した情報発信がキーになると思う。 

・  自分の過去の経験から、「発信する側」になるととても印象に残ると思う。 

各イベントへの参加を呼びかけるのはどうか。企業や大学などに声をかけ 

てみて意見を求める方法もある。 

・  採用のポスターなど目に入っているけど記憶に残っていない印象がある。 

缶バッジ作成など「自分が参加するイベント」にすれば印象に残ると思う。 

警察署は警察官が立っていて怖く入りづらいイメージがあるため、もっと 

柔らかく入りやすい雰囲気づくりをしたら情報発信につながると思う。 

・ 効果的な情報発信には「頻度」が大事だと思う。発信者が思っている以 

上に発信しないと中々浸透していかない。 

・  発信先の「ターゲット」を絞る必要がある。 

・  世代ごとに情報発信の方法や内容を変える必要がある。 

・  警察官自身のコミュニケーション能力を上げて、警察官が地域住民と積極 

的にコミュニケーションをとることにより関係を築くことができれば、効果

的な情報発信ができると思う。 

・  ターゲットを絞り、学生たちや老人会から意見を聞くなどして情報発信の 

方法や内容を考えてみてはどうか。 

・  キャリア教育はとても大切だと思う。子どもたちが警察官に「憧れ」を持 

てるような内容にしていくことが大切である。 

８ 意見・要望 

(1) 各種ツールの活性化による世代に応じた情報発信の強化 

(2) 自治体・企業等と連携した体感型を含めた広報活動の実施 

９ その他 

  次回開催予定は、令和８年５月ころ 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


